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事業概要 本事業（葛城モデル）は、１枚のＩＣカードにより、一つのプラットフォームを媒介とすることで、多種多彩な民間サービスを容易に利

 
用できる事業として普及展開を推進するものである。（本実証においては、NFC(FeliCa)規格のＩＣカードにより実証を行うが、平成２８

 
年のマイナンバー制施行をにらみ、「NFC(FeliCa)+TypeB」の２つの規格のＩＣカードのデュアル認証を想定した活動を平行して行う。）

具体的に実証するサービスストーリーとしては、「検診～日常的な健康管理～食生活の最適化～最適食材等の買物支援～健康増

 
進」の循環を軸としている。
ここでは、コミュニティが主体となって市民のサービス利用のサポートを行い、ＩＣＴが一貫してその活動をナビゲーションする仕組み

 
となっており、これらの活動の運営を汎用的な生活支援事業の運営メソッドとして確立することも、他の自治体や地域等への普及

 
展開を支える要素として本実証における重要な成果となる。

 

また、生活者がＩＣカードを取得し活用するモチベーションをさらに向上

 
するため、金融機関の参加による課金・決済機能との連携を試行する。

さらに、本事業では、市民（地域コミュニティ）＋行政（市）＋企業等（事業パートナー）が三位一体となった持続可能な事業および

 
サービス運営を実現するための汎用ビジネスモデルと実行体制を確立する。
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